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キヤノンは、多様化する動画制作ニーズに応える「EOS/PowerShot V series」で初めてフルサイズセンサーを搭載した

“EOS R6 V”と、フルサイズ対応RF レンズで初めてパワーズームを内蔵した標準ズームレンズ“RF20-50mm F4 L IS USM PZ”を

2026 年 6 月下旬に発売します。 

「EOS/PowerShot V series」のラインアップをさらに拡充するフルサイズミラーレスカメラ“EOS R6 V”は、高い動画性能に加え、

内蔵冷却ファンやフラットボディー、縦位置撮影対応により、本格的な映像制作を追求したいクリエイターのニーズに応えます。

また、フルサイズ対応 RF レンズ初のパワーズームを内蔵した“RF20-50mm F4 L IS USM PZ”と組み合わせることで、優れた

機動力と高品位な映像表現を両立し、動画撮影をサポートします。 

◼ クリエイターとしての表現の幅を広げる高い動画性能 

有効画素数最大約 3250 万画素※1 のフルサイズ CMOS センサーと映像エンジン「DIGIC X」を搭載し、オーバーサンプリング

による 4K60P 動画記録など豊かな映像表現が可能です。またセンサーの横幅をクロップせずに記録できるフル水平画角での

4K120P ハイフレームレート記録に対応しているほか、センサー全体※2 を利用した 3:2 のアスペクト比で記録が可能な

7K オープンゲート記録機能※3（RAW／MP4※4）を搭載し、静止画撮影時と同等の広い画角で記録ができ、映像の

クオリティー向上に貢献します。さらに、暗部の階調表現が豊かな Canon Log 2 を搭載することで最大 15+stops※5 の

広いダイナミックレンジを可能にします。 

◼ クリエイティブを支えるカメラとしての操作性と信頼性 

カメラ内部を冷却するファンにより、温度上昇に起因する撮影時間への影響を低減するなど、長時間撮影やライブ配信に

配慮した仕様になっています。また、ケージやジンバルなどの周辺機材と連携しやすい、フラットで直線的なボディーデザインを

採用しています。加えて、縦位置での動画撮影がスムーズに行えるよう、縦位置撮影用の三脚ねじ穴を備えるとともに、UI も

自動的に縦位置表示へ切り替わります※6。さらに、高速と低速の２段階を選択することができるズームレバーを搭載し、

滑らかなズームが可能です。 

◼ フルサイズ対応 RF レンズで初めてパワーズームを内蔵した“RF20-50mm F4 L IS USM PZ” 

パワーズームとマニュアルズームを一つのズームリングで操作できる新しい方式を用いているため、静止画と動画撮影のズーム

操作において、シームレスに切り換えることが可能です。また、ズームリングの回転角に応じた可変速ズームを採用し、

低速側の下限と高速側の上限スピードレベルをそれぞれ 15 段階から設定することができます※7。広角 20mm から標準

50mm までの焦点距離をカバーし、ズームしてもレンズの長さが変化しない全長固定設計により重心の変化を抑制します。

さらに、ズーム全域で開放 F4 固定とすることで、明るさの変化がない安定した映像表現に寄与します。 
 

※1 総画素数約 3250 万画素。使用するレンズまたは画像処理により、有効画素が減少することがあります。 

※2 MP4 記録の場合はわずかにクロップされます。 

※3 RAW 動画／XF-HEVC S 記録のみ対応。 

※4 オープンゲート MP4 記録は RAW 記録時に比べてわずかにクロップされます。 

※5 4K DCI Fine／4K UHD Fine (29.97 / 25.00 fps)撮影、かつ ISO800 設定時。 

※6 動画モード時のみ、静止画モード時は対応していません。 

※7 “EOS R6 V”、「EOS R6 Mark III」（2025 年11 月発売）、「EOS C50」（2025 年 11 月発売）、「EOS R50 V」（2025 年 5 月発売）で設定可能。 

  

2026 年 5 月 13 日 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 

SNS 時代の動画クリエイター向けのフルサイズミラーレスカメラ“EOS R6 V”と 

パワーズームを内蔵した標準ズームレンズ“RF20-50mm F4 L IS USM PZ”を発売 

EOS R6 V  

（RF20-50mm F4 L IS USM PZ 装着時） 

 

RF20-50mm F4 L IS USM PZ 高品位な映像表現 
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製品名 希望小売価格 発売日 

EOS R6 V 
オープン価格 2026 年 6 月下旬 

RF20-50mm F4 L IS USM PZ 

⚫ 一般の方のお問い合わせ先 

⚫ EOS ホームページ 

：キヤノンお客様相談センター 

：canon.jp/eos/ 

0570-08-0002（直通） 
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〈“EOS R6 V”の主な特長〉 

⚫  有効画素数最大約 3250 万画素のフルサイズ CMOS

センサーと映像エンジン「DIGIC X」による豊かな映像表現に

加え、オーバーサンプリングによる 4K60P 動画記録や

フル水平画角での 4K120P ハイフレームレート記録が可能。 

⚫ センサー全体を利用した 3:2 の 7K30P オープンゲート記録

（RAW／MP4）に対応し、後工程でトリミング耐性の

ある高い解像度を確保。SNS 向けの縦型コンテンツ制作に

おいても、フレーミングの自由度が高く、さまざまな用途に

柔軟に対応可能。 

⚫ 従来のピクチャースタイル に加えて、「CINEMA EOS 

SYSTEM」と共通のカラープリセット「カスタムピクチャー」を

搭載。「Canon Log 3」に加え、フィルム特性に近く、

暗部の階調性が高い「Canon Log 2」にも対応し、最大

15+stops の広いダイナミックレンジを表現可能。 

⚫ 「カスタムピクチャー」機能において、LUT（Look Up 

Table）ファイルを読み込ませることで、特定のガンマ／

色域や色味の変換が可能。キヤノン公式ウェブサイト

「Canon LUT Library」よりキヤノン純正の LUT を無償で

ダウンロードが可能。 

⚫ グレーディングなしで手軽にクリエイティブな表現ができる

「カラーフィルター」機能を搭載。撮影時にフィルター効果を

確かめながら、簡単な操作で直感的な画作りをサポート。 

⚫ 7K60P RAW 動画（軽量）または 7K30P RAW 動画（標準／軽量）を内部記録可能。また、「Cinema RAW 

Development」や「Digital Photo Professional」で現像できるほか、プラグインを使うことによりノンリニア動画編集

ソフト上で編集ができ、7K12bit RAW でポストプロダクションに活用可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1） クリエイターとしての表現の幅を広げる高い動画性能 

7K オープンゲート記録（RAW／MP4）に対応 

オーバーサンプリングによる高画質 4K 記録 

https://color.ssw.imaging-saas.canon/color/ja/pc/index.html
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⚫ ファンを内蔵することで、カメラ底面の吸気口から外気を内部に取り込み、映像エンジン、メモリーなどから発生して

ダクトプレートに伝導する熱を効率的に冷却し、長時間の動画記録やライブ配信が可能。 

⚫ ケージやジンバルなどの周辺機材と連携しやすい、フラットで直線的なボディーデザインを採用。高さを抑えているため、

ジンバル装着時にチルト角度を変えた際にも干渉しにくく、手持ち撮影の快適さに貢献。 

⚫ 縦位置での動画撮影がスムーズに行えるよう、縦位置撮影用の三脚ねじ穴を備えるとともに、UI も自動的に縦位置

表示に対応。 

⚫ 表示や露出機能の切り換えなど、撮影シーンやスタイルに応じて、ユーザーがボタン（1～7）やダイヤルに機能を割り当て、

独自にカスタマイズが可能。 

⚫ カメラをしっかりとグリップしたまま高速と低速の 2 段階を選択することができるズームレバーを搭載。“RF20-50mm F4 L 

IS USM PZ”などの対応レンズ※1と組み合わせることで、滑らかなパワーズームが可能。 

⚫ 動画撮影中であることを示すタリーランプ機能を搭載。 

⚫ USB／HDMI 端子を、バリアングルモニターに干渉しにくい位置に配置し、モニターやレコーダーに HDMI 出力したり、

USB 給電しながら撮影したりする場合でも、バリアングルモニターの広い可動域を確保。 

⚫ CFexpress カード※2 と SD メモリーカードのデュアルスロットを搭載。また 2 つのカードスロットを活用し、静止画と動画の

振り分けや、動画撮影時のメイン／Proxy 記録、メイン／サブ記録、リレー記録、同一書き込みなど、多様な使い分けが

可能※3 

⚫ 一瞬の動きを緩やかなスローモーションで表現したり、長尺シーンを早回しでテンポよく表現したりするなど、手軽に印象的な

映像を撮影することが可能な「スロー＆ファストモーション動画モード」を搭載。4K では「約 60 倍ファスト（NTSC）」

から「5 倍スロー（NTSC）」まで、2K DCI とフル HD では「約 60 倍ファスト（NTSC）」から「7.5 倍スロー（NTSC）」

までの設定が可能※4。 

⚫ オートホワイトバランス機能の AWB レスポンスや AWB ホールド、およびマニュアルホワイトバランス機能のショックレス

WB に対応し、動画撮影時の自然なホワイトバランス設定をサポート。 

⚫ 動画撮影待機中だけでなく、動画記録中の拡大表示※5 や水準器表示に対応。 

⚫ 対応レンズ装着時に、ピント位置の移動による画角変動を自動的に補正するフォーカスブリージング補正が可能。 

※1 パワーズームを内蔵したレンズや、パワーズームアダプターPZ-E2/PZ-E2B を装着した RF レンズ。 

※2 8TB まで対応。 

※3 リレー記録されたファイルは、選択中のカードとは異なるファイル名になります。また、1 つの動画ファイルとしてシームレスに再生されません。 

※4 スロー＆ファストモーション動画モードは、RAW 動画記録およびオープンゲートでの動画記録との併用は不可。 

※5 1 倍⇔2 倍、1 倍⇔5 倍、1 倍⇔10 倍、2 倍→5 倍→10 倍（タッチのみ）の切り換えができます。また、撮影時ボタンカスタマイズにより、特定の

ボタンに動画記録時の拡大倍率変更を割り当てることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） クリエイティブを支えるカメラとしての操作性と信頼性 

   

      

パワーズームレバーを搭載 CFexpress カードと SD メモリーカードのデュアルスロットを搭載 
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⚫ ボディー内 5 軸の手ブレ補正機構の搭載により、レンズ内手ブレ補正機構を搭載していないレンズであっても、手ブレを

抑えて安定した動画撮影が可能。さらに、協調制御に対応したレンズ内手ブレ補正機構搭載の RF レンズと組み

合わせたときは、動画電子 IS※1 をオンにすることでカメラ内・レンズ内・動画電子 IS の３つの IS が協調制御し、より

強力な手ブレ補正効果を得ることが可能。 

⚫ 「被写体追尾 IS※2」機能を搭載し、撮影者の選択した被写体が画面内の任意の位置に留まるよう手ブレ補正を

制御することで、安定した撮影が可能。 

⚫ 画面内から人物、動物、乗り物を自動検出。また画面内に検出対象が複数ある場合、被写体の種類や構図に

応じて最適な主被写体の自動選択が可能。 

⚫ CINEMA EOS SYSTEM にも搭載されている、プロのフォーカスワークを再現した AF 加減速アルゴリズムを搭載。 

⚫ 動画サーボ AF 設定時にレンズ※3 のフォーカスリング操作により、ユーザーが狙ったスピードでフォーカス制御をしながら

被写体を切り替えることが可能。レンズのフォーカスリング操作が終了すると、ピントを合わせた被写体にフォーカスしつづけ

追尾※4 再開。動画サーボ AF 中にカメラのボタンやタッチパネルを操作せずに、レンズ操作のみで主被写体の

切り替えができ、動画撮影中の操作性が向上に貢献。 

⚫ 動画撮影ボタンを押す 3 秒前または 5 秒前から映像を記録することが可能な「プレ記録※5」機能を搭載し、不意に

訪れるシーンを記録可能。 

⚫ あらかじめ特定の人物を登録しておくことにより、その人物を優先して検出することができる「登録人物優先※6」機能を

搭載。 

⚫ ライブ配信用に USB ケーブルをつなげるだけでビデオ通話やライブ配信ができる UVC／UAC に対応するとともに、

HDMI 接続配信機能を搭載。 

  

※1 「動画電子 IS」使用時は撮影範囲が狭くなります。オープンゲートでの撮影をする場合は、動画電子 IS との併用は不可。 

※2 「被写体追尾 IS」設定時は「動画電子 IS」「動画自動水平補正」「オープンゲート」「デジタルズーム」が無効となります。RAW 動画、100.0fps 以上の

動画、スロー＆ファストモーション動画モード、タイムラプス動画、ライブ配信、HDMI RAW 出力との併用不可。フル画角よりも狭くなります。マニュアル

フォーカス時は機能しません。「かんたん撮影ゾーン」設定時不可（ただし「手ブレ補正動画」、「A+」を除く）。 

※3 対応レンズ：電子式フルタイム MF の RF レンズ、電子式手動フォーカス対応の RF レンズ（動画サーボ AF 停止中のみ、RF5.2mm F2.8 L DUAL 

FISHEYE は除く）。 

※4 深度差がない被写体、画面内でピントが合っていない／動いている被写体などの場合は、被写体の選択ができなかったり、選択した被写体が追尾

できなかったりすることがあります。 

※5 RAW 動画、スロー＆ファストモーション動画モード、タイムラプス動画、HDMI RAW 出力設定時は、プレ記録不可。プレ記録使用時は温度が上昇

しやすくなるため長時間撮影する場合にはフレームレートを下げるか、フル HD での撮影をおすすめします。 

※6 特定の人物を優先して検出することが可能。ただし、顔の明るさ、大きさ、表情、動き、顔の一部が遮られるなどの要因により性能が低下する場合が

あります。 

 

 

 

 

 

3） ワンオペレーションでも多彩な表現を実現する撮影アシスト機能 

ボディー内 5 軸の手ブレ補正機能 「登録人物優先」機能 
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⚫ さまざまな撮影シチュエーションを想定し、防じん・防滴性能※1 を確保するため各部にシーリングを施すとともに、

マグネシウム合金の採用（シャーシ、トップカバーのみ）などにより、高い剛性を確保したボディー設計で、フィールド撮影を

力強くサポート。 

⚫ 静止画撮影時、AF／AE 追従で最高約 40 コマ/秒の高速

連続撮影※2 に対応。加えて「プリ連続撮影」により、シャッター

ボタンを押す前の最大 20 コマ（約 0.5 秒）をさかのぼって

記録可能。 

⚫ RAW／C-RAW／JPEG／HEIF いずれの記録形式でも

保存可能。 

⚫ Bluetooth から 5GHz 帯へのハンドオーバーに対応し、静止画や

動画をスマートフォンなどに素早く無線送信可能。また、USB

端子によるスマートデバイスとの有線接続に対応し、安定・

確実なデータ通信が可能。 

 

 

 

※1 防じん・防滴に配慮した構造になっていますが、水滴やほこりの浸入を完全に防ぐものではありません。 

※2 連続撮影速度は、被写体／撮影条件、カメラ設定や使用レンズなどにより低下することがあります。サーボ AF 時に最高連続撮影速度に対応する

レンズ、およびプリ連続撮影に対応するレンズに制限があります。被写体や撮影条件によっては、ローリングシャッター歪みが発生する場合が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4） 快適な撮影を支える多彩なアクセサリーと多様な通信ネットワーク 

優れたドライブ性能・AF 性能を活かした撮影が可能 

防じん・防滴性能を確保するシーリング マグネシウム合金製のボディー 
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〈“RF20-50mm F4 L IS USM PZ”の主な特長〉 

⚫ パワーズームとマニュアルズームを一つのズームリングで操作可能な新しい体系を採用。また、ズームリングの回転角に

応じた可変速ズームを採用し、低速側の下限と高速側の上限スピードレベルをそれぞれ 15 段階から設定することが

可能。 

⚫ パワーズームはアプリやリモートコントローラーから、レンズに触れることなく遠隔でのズーム操作が可能。カメラを直接操作

できない離れた位置に三脚設置した撮影や、マルチカメラ撮影などで、画角を調整して撮影可能。また全長固定の

ズームタイプを採用することで、ジンバル装着時もズーム時の重心変化を抑制したズーム操作が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 1 本で広角 20mm から標準 50mm までカバーし、広い画角と

遠近感を強調したダイナミックな映像表現から、肉眼の視野に近い

自然な標準画角での表現が可能。 

⚫ ズームしてもレンズの長さが変化しない全長固定設計により重心変化を

抑制。また、ズーム全域で開放 F4 固定とすることで、明るさの変化が

ない安定した映像表現に寄与。 

⚫ 大口径マウントとショートバックフォーカスの利点を活かしたレンズ

構成と、カメラ内の画像処理による歪曲収差補正を前提とした

光学設計により、パワーズーム内蔵と小型軽量化を両立。 

⚫ 非球面レンズ 2 枚を効果的に配置することで、小型軽量化と画面

全体の高画質化を両立。UD レンズ 3 枚を効果的に配置することで、

ズーム全域で色収差を補正し、「RF24-105mm F4 L IS USM」

（2018 年 10 月発売）と同等以上の高画質を維持。 

⚫ 高い反射防止効果を持つコーティング技術 ASC（Air Sphere 

Coating）※を採用。広角レンズでもフレアやゴーストを低減し、

L レンズに相応しい高画質を発揮。 

⚫ 最短撮影距離 0.24ｍ、最大撮影倍率 0.33 倍（50mm 時）の 

近接撮影に対応。ワイド側での遠近感を強調した表現や、 

標準側での自然な遠近感のテーブルフォトなど、小さな被写体の 

ディテールに迫る表現力豊かな近接撮影が可能。 

※ 反射防止性能のさらなる向上のために生まれたレンズコーティング技術。  

1） フルサイズ対応 RF レンズで初めてパワーズームを内蔵 

2） 1 本で様々な表現が可能な広角 20mm から 50mm の標準ズーム 

「RF24-105mm F4 L IS USM」同等以上の高画質 

 

パワーズームとマニュアルズームを一つのズームリングで操作可能 

  

  

遠近接撮影が可能 

ジンバル装着時もズーム時の重心変化を抑制 

         

  

        

        

      
     

      
     

光学構成図（20mm 時） 
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⚫ 高性能なナノ USM をズーム用に 2 基とフォーカス用に 1 基、合計 3 基搭載。3 つの光学ユニットの位置を電子的に

制御することで、フォーカスを安定的に保持し、高速かつ高精度な AF 追従が可能。 

⚫ リアフォーカス＋ナノ USM※1 駆動に加え、マイクロプロセッサーによるアクチュエーター制御とカメラ側の AF アルゴリズムとの

マッチングを図ることで、静止画・動画それぞれに適したピント合わせが可能。 

⚫ CIPA2024 規格 6.0 段※2 の光学式 IS により、ボディー内 IS 非搭載のカメラでも手ブレ補正効果を発揮。ボディー内 IS を

搭載した EOS R シリーズのカメラに装着した場合は、光学式 IS との協調制御により、中央 8.0 段、周辺 8.0 段※3 の

さらに高い IS 効果を発揮し、より強力にブレを抑えることができるので、暗がりのシーンや室内でも手持ち撮影が可能。 

⚫ 全長約 98.4mm、質量約 420g の小型・軽量設計により長時間の手持ち撮影に配慮。“EOS R6 V”との組み合わせ

により、機動力の高いアクティブな動画撮影をサポート。 

⚫ 不意に降りかかる水滴やほこりの侵入を防ぐ防じん・防滴構造※4 や、フッ素コーティングを採用。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 小型でありながら高トルクなため、高速で快適な AF を実現する高性能なアクチュエーター。 

※2 CIPA2024 規格：焦点距離 50mm、EOS R8 電子シャッター使用時、Yaw/Pitch 方向。 

※3 CIPA2024 規格：焦点距離 50mm、EOS R1 電子シャッター使用時、Yaw/Pitch/Roll 方向。 

※4 防じん・防滴に配慮した構造になっていますが、水滴やほこりの浸入を完全に防ぐものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3） 静止画・動画ともに快適な撮影が可能 

小型・軽量設計  

      
       

    
       

ナノ USM をズーム用に 2 基とフォーカス用に 1 基搭載 
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〈商品構成（キット内容）〉 

 

〈製品仕様について〉 

製品仕様の詳細はキヤノン公式ウェブサイトをご参照ください。 

・EOS R6 V 

https://personal.canon.jp/product/camera/eos/r6v 

・RF20-50mm F4 L IS USM PZ 

https://personal.canon.jp/product/camera/rf/rf20-50-f4lpz 

 

〈ご参考〉 

キヤノンは、従来の包装設計思想を維持しながら、包装材の脱プラスチック対応※を進めています。“EOS R6 V”と

“RF20-50mm F4 L IS USM PZ”では、製品などを包む袋に植物由来の不織布や紙素材を使用することで、プラスチック

素材を削減し、環境への負荷に配慮しています。 

※ コーティングや接着剤に用いる材料は除く。 

 

 

 

＊ Apple ProRes は、Apple Inc.の商標または登録商標です。 

＊ HDMI、HDMI ロゴ、および High-Definition Multimedia Interface は、HDMI Licensing LLC の商標または登録商標です。 

＊ Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG,Inc.が所有する登録商標であり、キヤノン株式会社はこれらのマークをライセンスに基づいて

使用しています。その他の商標およびトレードネームは、それぞれの所有者に帰属します。 

＊ その他、記載されている会社名、製品・サービス名は一般に各社の商標または、登録商標です。 

 

 

名称 内容 

EOS R6 V・ボディー EOS R6 V 

EOS R6 V・RF20-50mm F4 L IS USM PZ 

レンズキット 

EOS R6 V 

RF20-50mm F4 L IS USM PZ 

環境に配慮した取り組み 

https://personal.canon.jp/product/camera/eos/r6v
https://personal.canon.jp/product/camera/rf/rf20-50-f4lpz

